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研究成果の概要（和文）：6年一貫のチーム医療教育として，医・歯・薬・保健医療4学部連携教育を構築した．生涯学
習・自己評価能力を身につけ，各学年で実習する内容を有機的に結びつけるために，電子ポートフォリオを活用してい
る．ポートフォリオを「目標設定能力」「自己評価能力」「将来像を見つめる能力」について3段階評価をし，経年的
な変化を検討した．３能力とも経年的な向上が認められた．学生が提出したポートフォリオの記載内容を質的研究のグ
ラウンデドセオリーを用いて，学部連携教育後に得られた学生の反応をカテゴリー化した．探索的因子分析を実施した
ところ，「チーム医療の実践」因子と「チーム医療の重要性」因子の2因子構造が確認された．

研究成果の概要（英文）：Six years of consistent inter-disciplinary educational programs were started to tr
ain basic abilities need for a team medical care. The e-portfolio system has been used to store informatio
n of each individual's learning history, activities and evaluation. It was founded that the educational ef
fects of e-portfolio improved students' abilities in:1) setting an appropriate goal, 2) self-assessment, a
nd 3) future view as a medical professional from the 1st year to 6th year over time. This effect was based
 both on students' reflections that were required in the writing portfolios and on feedback from faculty m
embers to students about the e-portfolio.  The descriptions written in the portfolio were analyzed using q
ualitative study method named Grounded theory analysis.
 Exploratory factor analysis was performed for five point scale questionnaires.  Two factors were determin
ed. 
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１．研究開始当初の背景 
本学では、教育理念に基づき、医療に対す
る社会のニーズの変化に対応するために、 
(１)能動学習ができる生涯学習者としての医
療人 
(２)チーム医療ができる医療人 
を養成することを目標として、6 年一貫の体
系的な医学部・歯学部・薬学部・保健医療学
部４学部連携のチーム医療学習プログラム
を構築し、実施している。1 年次の全寮生活
と医療人コミュニケーション教育を基盤と
して、医・歯・薬・保健医療学部の学部連携
教育（PBLテュートリアルや早期体験実習）
や一般病院病棟実習，全身疾患の医療面接な
どの新規授業を導入している。 
 現代の医療では、医師、歯科医師、薬剤師、
看護師、理学療法士、作業療法士などが連
携・協力して、患者中心の最善のチーム医療
を実践することが社会から求められている。
本学の教育理念と医療系総合大学の学習環
境を基盤として、全学部（医・歯・薬・保健
医療学部）連携型の実践的な参加型学習によ
り、チーム医療に求められるチームワーク、
コミュニケーションスキル、自己主導型学習
能力、問題解決能力、課題探求能力、医療倫
理や社会的責任などの学士力を習得する教
育プログラムの構築を図っている。この教育
プログラムを評価し、改良するために、チー
ム 医 療 に 対 す る 態 度 を 評 価 す る
Interdisciplinary Education Perception 
Scale（Luecht et al. 1990）自己主導型学習
ができるかどうか評価する Self-Directed 
Learning Readiness Scale（Gulglielmino 
LM. 1977）および学習成果のサマリーの評価、
および高校までの受動学習者がどの程度能
動学習者に変容したかとコミュニケーショ
ンについて、学生インタービューで評価する。
電子ポートフォリオでは、経年的な自己評価
能力などについても多面的に評価する。 
 
２．研究の目的 
 学部連携 PBL や病棟実習などのチーム医
療教育の教育効果を検討することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
(１)学生が授業前後で書いた電子ポートフォ
リオの質的研究（グラウンデドセオリー）に
より分析する。5 件式のアンケート結果を因
子分析した。 
(２)PBL 授業のビデオ撮影と学生インタビュ
ー：1 年、3 年、4 年生の PBL 授業において、
授業の様子をビデオ撮影する。授業終了後に、
学生の個人ならびにグループインタビュー
を行う。PBL 授業のトランスクリプトとプロ
ブレムマップの解析によるグループダイナ
ミクスの評価：症例（シナリオ）の問題解決
に個々の学生がいかに関わったかを解析し、
1年から4年次までの経時的変化を評価する。 
 

４．研究成果 
(１)ポートフォリオ評価方法、評価項目の改
良：電子ポートフォリオシステムを用いて、
経年的に蓄積しているポートフォリオから、
各学生の経年的な変化の観察をおこなった。
学生の目標設定能力、自己評価能力、将来像
を見据える能力を１～４年次に提出したポ
ートフォリオにおいて評価した。目標設定能
力の評価（平均点）は学年が上がるにつれて
上昇し、４年次では 70％の学生がレベル３に
到達していた。自己評価能力に関しても同様
で,7５%の学生が４年次にはレベル３に到達
しており、何についてどのように実施できた
か、あるいはどの程度理解できたかが明確に
なっており、今後の具体的な目標へとつなが
っていた。将来像を見つめる能力も同様であ
った電子ポートフォリオの記載内容に対し
て、質的研究のグラウンデドセオリーを用い
て、データからプロパティ、ディメンジョン、
カテゴリーを抽出し、学部連携（チーム医療）
教育後に得られた学生の反応をカテゴリー
化した。探索的因子分析を実施したところ、
2因子構造が確認された。第 1因子には、「実
習の流れにスムーズに入り込めた」、「自学部
の専門内容をしっかりと調べて他学部生に
説明できた」等、計 9 項目が属し、「チーム
医療の実践」因子とした。第 2因子には、「チ
ーム医療が重要であることがわかった」、「学
部による視点の違いに気づけた」、等、計 5
項目が属し、「チーム医療の重要性」因子と
した。因子間相関は 780 であった。ポートフ
ォリオの質的検討からカテゴリー関連図を
作成した。その結果、専門分野の学習意欲の
高まり、他の専門分野についても学びたいと
いう気持ちが生まれ、高学年になると実際の
チーム医療をどのように実践するかを工夫
する学生の数が増加する傾向が見られた。 
(２)グループダイナミクスの評価方法の改
良：1 年、3 年、4 年生の PBL 授業において、
授業の様子をビデオ撮影する。言語と非言語
コミュニケーションをトランスクライブ(文
字化)し、ホワイトボードに書かれたプロブ
レムマップとの関連を検討した。またプロブ
レムマップ作成に付箋を活用する効果につ
いて検討した。付箋導入後のグループでは、
導入前と比較して多くの人数の学生が一緒
にディスカッションをしながら、マップを作
成することが確認された。ポートフォリオの
分析結果では、導入前のグループでは「議論
への積極的参加」、「意見を傾聴する姿勢」、
「わかりやすい説明」などコミュニケーショ
ンに関する記載が多く見られたが、導入後の
グループでは、「各学部の視点を反映した治
療ケアプランの立案」、「PBL の充実感」、「さ
らなる学習の動機づけ」などの記載が多い傾
向が認められた。患者の有する問題をしっか
り把握するために、マップを全員参加で作成
し、共有しやすい環境を作ることが重要で、
そのために付箋の活用が効果的であること
が示唆された。また患者の問題をグループと



して把握できると、患者のニーズを反映した
治療ケアプランを立案することができ、その
ことにより充実感と学習意欲が得られる事
が示唆された。 
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